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研 究 主 題}一

創造的な学習活動を楽 しむ児童の育成

1研 究 の 概 要

1主 題設定の理由 一 今,な ぜ創造 的な学習活動か

私 た ちの接 す る児童 にとって,小 学生 の時代 は今 しかな い。 この児童 に,自 己表現の喜 び,

人 とのかかわ り合いの喜び,音 楽 を 自分でっ くり出す ことや工夫す ることの喜 びを味 わわせ

たい。 そのために,児 童 の創造性 や主体性が発揮 で きるよ うな授業の展開がで きる力 をさ ら

に身 に付 けた い。 これが,私 たちの願 いであ る。

この願 いの実現 によ って,社 会 がどん なに変化 しよ うとも,児 童 は自分の力で新 しい もの

を生 み出 した り,様 々な ところか ら得 た情 報を再構築 した りして,21世 紀をた くま し く豊 か

に生 きてい くことがで きると考 えた。

平成12年 度 か ら移行措 置期間 となる小学校新学習指導要領 は,次 の ような観 点を重視 して

改善 が図 られた。

ア 音楽 を愛好 す る心情 と音楽 に対す る豊かな感性 を育て るとともに,音 楽活動 に必要 と

なる基礎的 な能力 を培 い,豊 かな情操 を養 うことを一層重視 す る。

イ 児童が楽 しい音楽活動を通 して,表 現 や鑑賞の能力を高あ るとともに,音 楽活動 の喜

びを味わ い,生 涯 にわ た って音楽 に親 しむ態度や意欲を育成 す ることを重視 す る。

ウ 学校や児童の実態 に応 じた弾 力的 な指導 を進 め ることによ り,児 童が ゆと り『を もって

音楽活 動 に取 り組 む とともに,個 性的 で創造的な学 習活動 をよ り活発に行 うようにする。

また,平 成9年 度 に発表 された文 部省 「小学校教育課程実施状況調査 を踏 まえ た音楽科 の

学 習指導 の改善」 に,今 後 の課題 と して各学年の内容A表 現(2)に お いて子 ど もた ちが感 じ

た ことや イメー ジを広 げた ことを素直 に生か し,楽 しい学習活動を展開で きるようにす る。

(4)に お いて は自分な りの音楽をつ くって表現す る ことを楽 しむ学 習 を進 め るこ とが 出来 る

よ うにする。等 があげ られて いる。

教育研究員 として,こ れ らの趣 旨等の実現 を目指 し,児 童の 屯体的 な活動,創 造性 を伸 ば

す活動 に焦点 をあて た研究 を推進 したい と考え,研 究主題 「創造 的な学 習活動 を楽 しむ児童

の育成」 を設定 した。

そ して,本 研究 の目指す児童像を次 のよ うにまとめ た。

(1)音 楽活動を通 して心の成長 や人間関係 を育む ことがで きる子

(2>創 意 工夫を生か し,自 分 自身 の音楽 をつ くり出そ うとする子

(3>様 々な音楽経験 を 自らの生活 に生かす ことがで きる子

また,本 研 究 にお ける創造 的な学習活動 を次の ようにと らえた。

q)既 存の音楽作 晶を 自ら工 夫 して演奏 した り,積 極 的にそのよさや美 しさを感 じ取 り

なが ら聴 いた りす る活動

② 既存 の作 品 とのかかわ りを通 して,よ り広 が りのある音楽表現 を工夫 して い く活動

(3)児 童 が 自分 自身 の考えに基づ いて,自 分な りの新 しい作品 をつ くり ヒげる活動
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各学年の内容A表 現(2)「曲想(第1学 年及 び第2学 年 「楽曲の気 分」)や 音楽 を特 徴付 け

てい る要素を感 じと って,工 夫 して表現 で きるよ うにす る。」 と,A表 現(4)「 音楽 をっ くっ

て表現で きるよ うにす る。」 の2っ の内容 に焦点 をあて研究 に取 り組 んだ。

2研 究のね らい 一 児童の主体性 と教 師の授業改善

創造的 な学習活動 を推進す るには,児 童 が興味 ・関心,必 要感を もち課題解決 を しなが ら,

自 らの力で音楽 に対す る感性や知識や技能 を獲得 し,音 楽活動の基礎的な能 力を高めて い く

学 習 の充実が大切で あ ると考え た。

音楽科で身 に付 けた基礎的 な能力 は,「 総合的 な学 習の時間」 や生活 の中で生 か され る こ

とによ って よ り確実 に身 に付 き,生 活を明 る く潤 いのある ものにす る力 とな る。 この意味 か

ら創造的 な学習活動 の充実への期待 は大 きい。

音楽科 の教師 に求 め られて いる 「教え ること」 とは,音 楽活動の基礎的な能力を確実 に一

人 一人 の ものにす る こと,自 ら課題 を もち,自 ら感 じた ことを もとに,創 造 し表現す る中 で

よ りよ く問題 を解決 して い こうとす るカを育て ることで ある。児童 に自分が身につ けて い る

音 楽的 な能力 の認識 を促 し,そ れ を生 か して楽 しむ児童 を育て ることで ある。 目の前 にい る

児 童が中学 生,高 校生,成 人へ と成長す るなかで,そ の年代 に応 じて"好 きな音楽"や 自分

の"い い音"を もち続 けるため の教育 が必要 であ る。

実際 の授業 を通 して,学 習内容 を一人一人 の児童が確実 に身 に付 ける学習,自 分の思 いを

音 楽で表現 したいと感 じ,そ れが表現で きるよ うにす る学習,学 んだ ことを生活 の中 に生 か

す ことがで きるよ うにす る授業展開を求 あてい きたい。

そ こで,本 研究 のね らいを 「児童一人一 人が主体的,創 造的 に取 り組 む音楽活動 の在 り方

を授業改善 を通 して明 らか にす る」 と し,以 下 の4っ の点 か ら授業改善 に取 り組み研究主 題

に迫 ろ うとした。

① 学習指導案作成 の手順

年間指導計画 に位置付 け られた題材を,学 校 や児童 の実態 に応 じた授業 として進 め る

ための学習指導案 の作成手順 を示す。

② 教材選択 の視点

一人一人 の児童 が題材 の目標 を実現す るための価 値あ る教材選択 の観点 を示 す。

③ 学習指導過程 の工夫

児童 が音楽 のよ さや美 しさを感 じて,工 夫 した り試 した りす るなかで,一 人一 人が学

習 内容 を身 に付 けてい くための学習指導過程の在 り方を示 す。

④ 年間指導計画 への位置付 け

音楽 の授業時数 が少 な くな る中で,児 童や学校 の実態 を踏 まえ,題 材 がバ ランスよ く

配置 され,児 童 が無理 な く学習内容 を身 に付 け られ る計画例 を示 す。

3研 究の方法

(D音 楽科 における 「創造的 な学習活動」 に関す る先行研究及 び実践事例を収集,分 析する。

(2)学 習指導要領 の各学年 の内容 「A表 現の(2>」「A表 現 の(4)」の2っ に焦点 をあて,そ の

望 ま しい指導 の在 り方 を提案 し,授 業実践 を通 して検証 をす る。

(3>新 しい学習指導要領 に対応 した年間指導計画や学 習指導案 の作成 の手順 を提案 し,実 践

に生 かす。
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4研 究の構想
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II 研 究 の 内 容

1学 習指導案作成 の手順

年 間指導計画 に沿 って授業 を実施 し,学 習内容を確実 に児童 に身 に付 け るには,児 童 の実

態 を見 きわめなが ら授業 を組 み立 て ることが必要であ る。

そ こで,ま ず学 習指導案 の作成 の仕方 に取 り組み どの ような手順 で作成 す るとよいか,ま

たどのよ うな視点 か ら学 習の方法 を考 えればよいかを明 らかに した。

(1)学 習指導案作成 の手順

・児童 の実態を十分把握 し,

児 童 の反応 を予測 して計

画 をたてる。

。ね らいは,で きるだけ し

ぼる。

・教材 は,ね らいを一入一

人 の児童 の ものにす るた

めに適切 な ものを選択 す

る。

・一っ一 っの教材(楽 曲)

を分析 し,そ のよ さを感

じ取 ってお く。

年 間 指 導 計 画

に位置付けられた題材

児 童 の実 態

題材の ね らい

題材名の設定

評 価 規 準

教 材 の 工 夫

このまえのふ しづ くりでは,

つ くって楽 しむ ことが十分で

ない児童がいた。

基本形をもとに繰り返 しや似たふ しをつ くって

ふしづくりをすることにね らいを絞りたい

主体的活動をする

ためには,ど の教材が

いいかしら

学習指導過程の工夫

教 材 提 示

どんな教材を提示するか

いつ提示するか

料

教師が提示する資料
子どもが選ぶ資料

学 習 環 境

メ ァ イ ア

教 室 掲 示,資 料 コー ナ ー,PCの 活 用

平一三口

過

程

価

児童の自己評価,相 互評価

教師の観察による評価

課 題 把握

どうすれば課題が児童のものになるか

(児童の自主性の原点となる)

学 習 形 態

一斉 二人組

異年齢集団等

指 導 形 態

活 動 時 間

子どもが主体的に活動する時間

教師が教える時間

個に応 じた学習時間など

1単 位時間の工夫

題材全体の時間の工夫
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{2}学 習指 導展開の試 行

今後,時 間数が削減 され る中で,基 礎 ・基本の確実な定着 が求 め られ てい ることを考え,

児童 の実 態把握を指導 案作成 に生 か し,児 童が く基礎的 ・基 本的な内容 を身 に付 け る題 材〉

と 〈学 んだ ことを生か して音楽を楽 しむ題材〉 とに分 けて学 習す ることを試 みた。

(p.17年 間指導計画参照)

〈基礎 的 。基本的 な内容 を身 に付 ける題材〉

題材名iふ しの重 な りを感 じて(4時 間扱い)

① ふ しの重 な りや和声 の響 きを感 じ取 り,楽 しく演 奏する。

② 伴奏 に合わせて 自分の選 んだふ しを演奏す ることがで きる。

教材名 「パ ッヘルベ ルの カノ ン」
一 一

項

習
内
容

r
自分で選び,練 習 したふ しを

伴奏 と合わせる。

・カ ノンのパー トを難易度別 に提示 し,

児 竜が自分 の力 や興味,関 心 に応 じて

選択す る。

・メ トロノームや自動伴奏 の活用。

2.組 み合わせを変えなが ら,

ふ しと伴奏 を合わせ る。
i

・旋律 の動 きの ちが いを生か して合わせ る相

手 を選 び,伴 奏 と舎わせ る。

。自動伴奏 や録音機器の活用。

〈学ん だ ことを生か して音楽 を楽 しむ題 材〉

題材名キ 和声の響 きを楽 しもう(5時 間)

① ふ しの重な りの面白 さを感 じなが ら,重 ね方を工夫 する。

② 今 まで学 習 した ことを生 か して,グ ループで表現形態 を選 び演奏 を楽 しむ。

教材名 「パ ッヘルベ ルの カノ ン」 「静 かにねむ れ」「くちぶえふいて」「山のひっ じかい」他

一「「

学習経験 を生か し

て計画をたてる。

容1

・学習 カー ドに完成 まで の計

画 を児 章が記入す る。

考 レ 灘1頁 に無理がないか

f
表現形態を グループで選択 し,楽 器やパ ー ト

ふ しの重ね方を工夫 しなが ら演奏を楽 しむ。

・教 師は活動 の場所の確保や ,機 器及 び資料等,学 習環

境に十分な配慮 を し,児 童の活動 を見守 る。

・一人一人 の活動 の見取 りと支援の ために,担 任等 と,

口∫能 ならばT・Tを 組 む。
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2教 材選択 の視点

創造 的な学 習活動 を楽 しむためには,題 材 の目標に沿 って児童 が主体的 に学習 し,創 造性

が発揮 で きるよ うな授業 を展開す ることが大切であ る。 そのたあには,教 材 は,題 材 の目標

を児童 が実現 す るためにふ さわ しい楽曲等 を選択す る必要 がある。 そ こで,ど の児童 も満 足

で きる授業 をす るために は,各 学年 の内容 「A表 現(2>」 「A表 現(4)」 にお いて は どの よ うな

観点 で教材 を選択 した り,開 発 した りす る ことが望 ま しいかを明 らかに した。

A表 現(2)に つ い て1

(1)教 材選択 の観点(題 材 の 目標 と結 び付 けて判断す る)

(ア)感 じ取 った り工夫 した りす る音楽 を特徴付 けてい る要 素を感 じ取 ることが で きるもの

(-r>歌 詞 や旋 律か らイメージを広 げやすい もの

(ウ)表 現 の工 夫をす る要 素が複数含 まれて,学 習活動が発展 させ られ るもの

W楽 器 の選 択の幅があ るもの

㈲ 表現形態 の選択 が可能 な もの

(カ)身 体表現 が容易な もの

(キ)編 曲が容 易 な もの

(ク)演 奏技能 に無理がな いもの

(2)学 習指導要 領の内容 と関連 した教材選択例

実施学年 第3学 年

題材名 「拍子 を感 じて」

題材 の 目標

① 楽 しんで3拍 子 の リズムを感 じ取 るよ うにす る。

② い ろい ろな3拍 子 の リズムを感 じ取 る。

③ 感 じ取 った リズムを歌 や リコー ダー,身 体で表現 す ることがで きるよ うにす る。

使 用教材

・「あの雲 のよ うに」(芙 龍明子作詞 外国曲)

・「いるか はざんぶ らこ」(東 龍男作 詞 若松正司作曲)

・「ソラシの ワル ッ」(広 瀬 量平作 曲)

・「メヌエ ッ ト」(バ ッハ作 曲)

教材選択 の観 点

① 目標 の② 「3拍 子 に も感 じの違 う曲が あることを感 じ取 るようにす る」 を一 人一人

の もの に す るた め に,歌 った り,リ コー ダ ーで 演 奏 した り,ま た身 体 表 現 を した り し

て感 じ取 る こ とが で き るよ う,感 じの異 な った ヒ記 の4曲 を選 択 した。

② 目標 の③ 「感 じ取 った リズ ム を歌 や リコ ー ダ ー,身 体 で表 現 で き るよ うに す る」 を

一 人 一 人 の もの に す るた め に
,子 ど もた ちが 無理 な く,楽 しく表 現 で きる とい う点 か

ら,上 記 の4つ の楽 曲 を選 択 した。

A表 現(4>につ ・璽]

「音 楽 をつ く って 表 現 す る」 活 動 の教 材 と は,既 成 の楽 曲 だ けで な く,参 考 と な るCDや

LD,ま た教 師 や友 達 の演 奏 した作 品 も含 ん で い る。 また,活 動 そ の もの,音 が 出 る もの,
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た とえば トガ トン(竹 の筒),石 な ども教材 と して とらえている。

(1)教 材選択 の観点(題 材 の目標 と結び付 けて判断す る)

ω 作品 づ くりの過程 において,ヒ ン トにな るもの

(イ)作 品づ くりのアイデアを引 き出すための もの

(ウ)イ メー ジを広 げ るための もの

W新 たな体験 に気付 くもの

㈲ 活動 す る児童 や音素材 の範囲が一定 にとどま らず相互 に作用 しあ って活 動が広が る もの

(カ)技 能 的に,無 理 な く取 り組 める もの

(2)教 材 の例 示

授 業時数が大幅に削減 され る中で,音 楽活動 の基礎的 な能力 の定着 を 図 るに は,「 っ くっ

て表現 す る活動」 にお いて も表現 と鑑賞の結びっいた活動 や,短 時間で も十分 につ くって 表

現 した ことを味わ うことがで きる活動 などを工夫 して い くことが必要で ある。 また,ど の教

師 も抵抗 な く取 り組む ことがで き,し か も児童がっ くる過程 やで きあが った作品 に満足感 を

味わ うこ とがで きる活動が必要 であ る。

ア 年間 を通 して継続的 に活動 で きる教材

・リズム遊 び(リ ズム問答 リズム模倣 等)

・挨 拶 のふ しづ く り(授 業 の 始 ま り時 ♪ こん に ちわ 終 わ り時 ♪ さよ うな ら 等)

・音 楽 ゲ ー ム(音 あて ク イ ズ,声 あ て クイ ズ,ふ しに 合 わ せ た こ とば りU一 等)

イ 学 年 を問 わず,共 通 して取 り扱 え る教 材

・オ ノマ トペ に よ る音 楽 づ くり(自 然 音,動 物 の声,入 の声 等)

。パ ター ン ミュー ジ ッ ク(全 校 の リズ ムア ンサ ンブル,自 分 た ち の ケ チ ャ 等)

*オ ノマ トペ:擬 声 語,擬 態語

*パ ター ン ミュー ジ ック:音,メ ロデ ィー,リ ズ ムが 一定 の 型 で繰 り返 され る音 楽

ウ 短 時 間 で活 動 で き る教 材

・身 の 周 りの もの を使 った音 楽

・声 の ア ンサ ンブル(名 前 の音 楽)

A表 現{2),(4)共 通 教材選択 の配慮点

ω 児童が興味 ・関心,意 欲 を もって取 り組 め るもの

ω 児童の発達段 階にあ った もの

(ウ)学 校行事や他教 科 に関連 した もの,地 域性のあ るものなど生活 に密着 した もの

W児 童 の心情 に合 った もの

㈲ 児童 の身 にっ けて いる能 力を生 かす もの
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(4)教 材 の取 り扱 い例 〈A表 現(4)に つ いて〉

体から出る音を楽 しもう

作品づ くりの過程 において,ヒ ン トになる もの

作品づ くりのアイデ ィアを引 き出す ための もの
イ メー ジを広 げ るための もの

新 たな体験 に気付 くもの

活動す る児童や音素材 の範囲が一定 にとどま らず相互に作用 しあって活動が広がる もの

技能的 に無理 な く取 り組 める もの

(実践 では,主 にオの観点 か ら選択 した)

対 象 学 年:中 学 年

時 数:1～2時 間

題材 の目標:体 のいろいろな ところか ら音 を出 し,楽 しく表現 す る。

拍 の流 れにの って,休 符 の ところに自分のっ くった音 を入れて表現 す る。

体 か ら出る音 の参考CDを 聴 く。(声 ボデ ィパ ーカ ッシ ョン)

自分 の体 か らはどんな音 が出 るのか,工 夫 して出 してみ る。

拍 の流 れにの って,友 達 の音 と合 わせ る。
友達 と工夫 していろいろな音 が出るよ うに練習す る。

発表 し合 って聴 き合 う。

考 察
この教材 は,音 のカーニバルの歌が歌 えれ ば,短 時間でで きるよ さがある。

また,声 を含 めて自分 の体か ら出る音 を探 してっ くる楽 しさも含 んでいる。

く
す

る
る
う

付

く

め
合き

気
試

つ
深
聴

年
数
標

学

目

象

榊

対
時
題

作品づ くりの過程 において,ヒ ン トにな るもの

作品づ くりの アイデ ィアを引 き出す ための もの
イメージを広 げるための もの

新 たな体験 に気付 くもの

活動す る児童 や音素材の範囲が一定 にとどまらず相互 に作用 しあ って活動が広がる もの

技能的 に無理 な く取 り組め る もの

(実 践で は,主 にア,イ,ウ の観 点か ら選択 した)

:全 学年

1～6時 間

リズムや音 の高 さ,

声 を使 って色々な表現をす ることに慣 れ る。(ハ ローゲーム)
・JJJ}に の って 自分の名前の リズムを工夫 して表現す る。
・JJJξ にの って 自分の名前 の音高 や強弱 を工夫 して表現す る。
雨の音 をつ くる。(「世界地 図の フーガ」 を聴 く。)
・拍 に合わせて リズムや声 の高 さ,強 弱 などを工 夫 して 「雨 の音」 をつ く
る。
・一人一人 が 「雨 の音」 を表現 してい く。

・グループ ごとに一人一人 の 「雨 の音」 の組み合わせ方を工夫 す る。
お互 いの グループの 「雨 の音」 を発表 し,聴 き合 う。
・他 のグループの 「雨 の音」 を味 わ って聴 く。

留意事項
低学年では,自 分の 「雨の音」を考え,そ の音を教師の合図で合わせるだけでもよい。中学年 は,
音の組み合わせ方,高 学年は構成を考える。
全学年で楽 しむ場合は,教 師が全体構成をしておき,音 楽朝会などで演奏する。
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3学 習指導過程の工夫

児童が題材 の目標 を主体的 に,楽 しく実現す るため に,児 童 の実態 に照 らし合 わせて,ど

んな活動 を して い くか考え ことが大切である。

α)A表 現(2)に つ いて

ここで は,児 童 の視点 に立 って教 師がどのよ うな工夫 をすればよいか考 えた。

学習活動の工夫

(1)課 題 把 握

予想される児童の気持ち

汁
教 師 の 工 夫

・何 をす るか は っき りわか った
。

・早 くや って み た い

・こん な こ とを や ってみ た い。

・学習内容を児童 の実態 に照 ら して し

ぼ る。
・ね らいを児童が とらえやす い 言葉 で

あ らわす。
・学習 カー ドの活用

(2)学 習形態 ・友 だ ち とい っ し ょに合 わ せ て

演 奏 す る と楽 しい な。
・友 だ ち の い い と こ ろを 見 っ け

た。

・み ん な で音 を合 わせ た いな
。

†一 　　 一『一 一 一 一 一

・謂 ・くり味わ・てみたi

,『 一 　　　 ヰ ー一 　

・ね らい に あ った学 習 形 態

一 斉
,ペ ア,グ ル ー プ,異 年 齢 集 団

等

(3)指 導形態

一rt-一 一 一

・一・人 一 人 教 え て!1

・も っとで き るよ うに な りた いI
I

.Lき

・一人一人の問 いに応え るため の指導

形態 を考え る(担 任+専 科TT等)
・学 校外の人材 を活用

(4)活 動 時間 ・こ う い うふ うに演 奏 す れ ば い

い ん だ。

・じっ くり味 わ い た い な。

(5)教 材提示 ・うん ,こ れ は わか りや す い。
・こ うす れ ば い い ん だ。

(6)料 「 隔

⊂ね らいを達成 す るための時間配分〕
・教 師が教 え る時 間の設定

・児童が教 えた 事を味わ う時間 の設定

・ね らいにあ った教材 の選択

・提 示の タイ ミング

楽 曲の歌詞 だけ 強弱 記号 を除 い

た楽譜 異 なる楽曲等

・こ ん な 感 じか な
。

・こ れ ,見 た こ と あ る よ。

T

悸 どもが実感できるもの.
絵 ・写 真 ・実 物 ・映 像 等

(7)学 習環境

}一 ← 一一 一

・わ あ!掲 示 物 が楽 しそ う

・この表 わか りや す い
。

・こ こな ら音 を聴 きや す い な
。

・演 奏 した い な。
・こ こで 調 べ られ るな

。

(8)評 価 ・この パ ー トが 歌 え た。
・工 夫 で きて 気 持 ち よ か った

。
・こ こが ,わ か らな い。

・これが で き る よ うにな った。

・掲示物

険
・活 動 場 所

・メ デ ィ ア

・資 料 コ ー ナ ー

・振 り返 り カ ー ド

・助 言

・共 に っ く る
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(2)A表 現(4)に つ いて

児 童 が 音 や 音 楽 をつ くる時,何 もな い と ころか ら新 しい もの を創 る こ と はで きな い。 何 を

どの よ う につ くって い くか が,わ か りや す く示 され る こ と に よ って,児 童 は安 心 して 音楽 に

対 す る感 性 を働 か せ な が ら,繰 り返 し活 動 す る ことが で き る。 そ こか ら新 しい もの を つ く り

出 し,つ くる喜 び や楽 しさを 実感 す る と と もに,他 の 表 現 や鑑 賞 の活 動 に生 か す こ とが で き

る よ うに な る。

そ こで,音 楽 を っ くって表 現 す る活 動 を児 童 が 主体 的 に取 り組 む た め に,「 つ く る手 順 」

を示 す こ とが大 切 で あ る と考 え た。

「音楽 をっ くって表現す る」活動 の大 まかな手順

[亟i]→囲 →[ヨ →回 →匝]

この手順 は,っ くって表現す る活動を効果的に進 めるための活動 の流れであ る。 上の図 に

示 したよ うに,「 模倣 す る」 「試す」等の活動 は,そ れだけで成 り立 っ もので はな く,「 感 じ

取 る」「気付 く」 「聴 き合 う」「選択 す る」 などのさ らに細 かい活動 が繰 り返 し行 わ れて,よ

りよい表現 にっ なが るので ある。

以 下の表 は,「 ふ しづ くり」 の実践例 「ふ しをっ くろう,わ た したち は光二 小 のサ ンサ ー

ンス」 か らっ くる手順 と活動内容を関連 づ けて整理 した もので ある。

臨
感 じ取 る

「

唾璽

・イ メ ー ジを広 げ るた あ の教 材(参 考CD ,LD)を 聴 い た り見 た

りす る。

・曲 の感 じと音 楽 の構 成 要 素(音 の高低 ,日 里,音 色 等)と の 関 係

に 気付 く

・つ くり方 の ヒン トを織 りまぜ た教 師 の作 品(表 現)を 模 倣 す る
。

・音 楽 的 な要 素 に っ いて 自分 の 中 で共 感 で き る部分 を感 じ取 り,

しな が らイ メ ー ジを広 げ る。

・何 のふ しをっ くる のか ,選 ぶ。

・イ メ ー ジに あ ったふ しを ,自 分 が選 ん だ楽 器 で,音 楽 の構 成 要 素

を考 え なが らつ くる。

(音 形 カ ー ド,イ メー ジカ ー ドの活 用)

・友 達 と互 い に聴 き合 い ,直 し合 い なが ら練 習 を重 ね る。

・発 表 して聴 き合 い ,友 達 の作 品 の よ さ に気 付 く。
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(3)児 童 の学 び

児童 には,自 分 たちの課題を把握 す るとともに,課 題 が実現 で きたかを確 かめるための振

り返 りが大切で あると考えた。 また,教 師 にと って も,学 習 のね らいが児童一人一 人に確 実

に身 につ いたかど うか を把握 した り,学 習 の過程 にお ける一 人一人の学 ぶ姿 を確認 した りす

るために振 り返 りが必要で あると考えた。

そ こで,以 下 の点 を考慮 しなが ら振 り返 りカー ドを作成 した。

「======一 』]
II次 時 に向 け た授 業 改 善 の視 点 を 見 いだ す資 料 と す る。
コ　

1児 童 にどん な力 をっ け させ たいのか明確 に してお く。(1学 期,1題 材,1時 間 ごと等)…i

lど 鋤 が身に付いたかわかるような資料とする・ll

l児 童 が次の学習 のめあてや励みを得 られ るよ うにする。ii

① サ ンプ ル1振 り返 りカー ド 題材名 「ふ しをつ くろ う」 第4学 年

ア 課題 を はっきり記入 し,児 童 が何 について学ぶかをわか りやす くした。

イ 本題材 の学習 内容全体 をカー ドに書 いて,児 童 に も学 習の流れが はっき りわか るよ うに

した。

ウ 記 入す る時間を短 くす るため,文 章 の記述 を減 ら し,記 号による記述 を多 く用 いた。

ふ しを つ く ろ う
～ わたした ちは()小 のサ ンサーンx～

4年 組名前

学習のまとまり きょうの学習 OCo 感 想 先生か ら

%ヱ 韻
いてみ よう

,鋤 。謝i。鋤 。大きさや動き、嚇

熱 陸 明 声と漕 の樵 強弱・剖
色 を結 び つ け る。

一 ・献し甑 ★

蹴 之し

お ぽ ・trこしt
:.,し て;.し が

つぐ髄3し

レいL"す 拶 ・

賄2f臼
リコ ー ダー

で カ ッ コ ウ

の ふ しづ く

り

Oソ ラ シ ドレ の 音 を使 って リ

コ… ダ ーで カ ッコ ウ のふ し

を つ く る。

コ

"た

銘 Σ
=

か杁 ・いか刀
、

ワのふし釈'

で馳得 σ乞。

9月21日

もとに なる

ふ しづ くり

○動物の鳴き声や様 子を

絵楽譜(図)す る。

一
β
ζ

蝋
つ(T"*

ラ ・ ＼

八硬.,カバ%加{
ここ3がCの ず

民 ご髄謎 しr_.
μ 執 玉・uこ?3
り・楽 しmz°3・

5月 多。日

0動 物 に 合 う楽 認 を選 ぶ 。

O図 を も とに
'も と にな るふ し

,を つ くる.

'勘 丸
" '=z

'
・々 。

「ヒヒ艀'ン⊃0

し3は 島 い

畜にdδ てt
)い で'す船.

io月t日
新 しいふ し

づくり

O「 もとになるふ し」

くり返し

新 しいふ しの付け加 え 謬無
猟 民 つ'こk>i

臆{欝瀞
りxarしF_S
いいグユ炎しτ
誹ま、'ラ,

「,

io月 ワa

篭
Olも
,野 る鎧1・
新い 机 ・付脚 ・11

しり,就

挙跳躍

が んぽ り3【昆.
ttbい いふしかご

てであ側 駅 鼠
況嫉、㊨しつ'ノ止り●

>f/d`d+7.

io月12日

仕上げよ う O動 物 の鳴 き声 や動 き に ヒン

トを も らお う。

達 さ ・強 弱 ¢灘
杜Lが 》たうA頓
お 頬ε5';も
き ・てL7..t..
でヲ⇔。

捲月'懸

発表 しよう ○ 友 だ ち の前 で 発 表 す る,

○ 友 だ ち の ふ し の を聴 い て.

よ さや 工 夫 して い る と こ ろ

を聴 く。 弍

宙"テ 、こt

灘 窯
,

餅5ε も叉
・恐民次でξて

'げンた㍗す瓶

一
　 　 瓢 特 謡

f_,
先 生か ら

6(.n.3.し ξぐ 雌 し副.

魏 ・、13.しε朔 かσえ励 して
、3しづくり伊て曙 認 「晒 £の3〔

レ
r.

この カ ー ドを っ くる こ とに よ り,教 師 は学 習 の ね らい や活 動方 法 を 児 童 の 実 態 に応 じて,よ

り具 体 化 す る こ とが で きた。 ま た,児 童 を 見 る視 点 も明 らか に な った。
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② サ ンプルII学 習計画表 題材名 「ようす を思い うかべて」第3学 年

児童 が主体 的に学 ぶための工夫 と して,課 題 を把握 し学習 に取 り組 むために,学 習過 程 を

児童 が と らえやす い学 習計画 表 と,工 夫 した ことを児童が記 入す る学 習 カー ドとを表裏 に作

成 し,評 価 に も活用で きる手軽 な もの1枚 とした。 この カー ドを頼 りに児童 は工 夫を広げ る

ことがで きた。

〈表〉

ヤ
掬

〈裏〉

学習カー ド

ふ じ 山
、 一 、 ≒

3年 組 なまえ(

レ ア ソ 乃 ミ し

)

一つの一
もく亭

」
また

・ゐ

あ

①

2'一 た 一 し

し

⊥
み な り さ 一 ま 一 を し た に キ'

この他 に も,学 期始 めや終 わ り,1年 の締 め くくりに音楽 の授業 についてのア ンケー トを

実施 す る。 ア ンケー トには,返 事 を書 いて返却 し,児 童 とコ ミュニケー シ ョンを とるよ うに

す る。

また,こ れ らの振 り返 りによ り,児 童 の実態の とらえ直 しが可能 とな り,年 間指導計画 の

修正 や次年度 の作成 に生か す ことがで きる。各題材 の学習計画 や毎時間 の授業 の見直 しは,

教師 に とって一歩一歩着実 な授業改善へ の道をた どる一 つの手が か りとなる。
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5年 間指導計画 への位 置づけ

「5年 生 のあの子 ど もたちは,自 然で無理 のない声の出 し方 がで きる よ うにな ったので,

二部 合唱を味 わわせたい」「今年の ア ンサ ンブル活動の経験 を生 か して,表 現形 態 を選択 す

る活動 を計画 した い」 な ど,教 師 は,一 人一人の児童 の姿 を具体的 にと らえなが ら年 間指導

計画 を立 て る。

年 間指導計画 の作成 に当た っては,学 習指導要領 の内容 を児童が楽 しみなが ら主体 的,創

造 的に学 ぶ ことがで きるよ う,学 校行事 等の流 れ も考慮 に入れなが ら題材 を配列 す ることが

大切 であ る。以下 は作成上 のポイ ン トを示 した もので ある。

(1?年 間指導計画 を立 て る基本 の考え を明確に もつ

各学校 に は,学 校教育 目標 があ り,そ れを実現す るために教育 課程が編成 され る。 音楽科

で は,学 校教育 目標 と音楽科 の目標の実現 を 目指 して,年 間指導 計画 を作成 す る。

年 間指導計画 の作成 に当た って は,音 楽科 で育て たい児童の姿 を明確 に してお くとともに,

音楽 的な諸能力,興 味 ・関心,意 欲等につ いて,児 童 の実態,地 域 の実態 を踏 まえ ることが

大切 であ る。

② 学習 内容 を一人一人 の ものにす る。

児童 が音楽活動 を主体的かっ創造的 に楽 しむためには,そ の学 習が成立 す る基礎 的な知 識

や技能,先 行経験 が必要で ある。 この レデ ィネスの視点か ら児童 を と らえ,題 材 を配列 す る

必要 があ る。

また,新 学習指導要領で は学ん だ ことを確実 に身 に付 けるため に,意 図的に繰 り返 し学 習

を積 み重 ねて い くよ うに各学年 の内容が2年 間をまとあて示 されて いる。 そのための視点 と

して,題 材 のね らいの中 に含 まれて いる様 々な音楽の構成要素を焦点化 し,題 材 の配列 に生

かす,ま た,設 定 した題材の指導 内容 に極端 な隔 た りが ないか どうかをチ ェック しどの内容

も学習 で きるよ うにす る,身 に付 いたことが次 の学習 に生 か され るよ う系統性 や発展性 も考

慮 してい く等 が必要で ある。

使用す る教材 の選択 に当 たって は,楽 曲のよさや教師の思 い入 れ も大切 に しなが ら,児 童

が題材 のね らいを実現す るた めに効果的 な楽曲等を選択す るよ うにす る。

(3)授 業時問の効果的な活 動を図 る。

新学習指導 要領で は,低 学年の時数 は変 わ らないが,45分 を単位時間 として中学年 で は年

間60時 間,高 学年で は50時 間が音楽 の授業時数 と して示 された。 この中で は,今 まで以 ヒに

1題 材の時数や題材の組み合わせの工夫 が必要 になる。

また,音 楽科の学 習で身 に付 けた ことを各教科,総 合的な学習 の時間 や学校行 事また 日常

の生活 などに生かす ことがで きるよ う,教 育課程全体を見通 し各教科,特 別活動,総 合的 な

学習 の時間 との関連 を図 った年間指導計画 を作成す ることが大切 であ る。

さ らに,教 育課程 の編成 ・実施 にっいて各学校 の創意工夫が求 め られてい る中で,1週 間

の実施時間数 は45分 か ら90分 また はそれ以 一ヒとい う幅が考え られ る。題材 の配列 に当 た って

は,児 童が興味 ・関心を持 続 し,学 習効果 を ヒげ られ る題材 の時 間数 を学校全体 の動 きの中

で と らえ なが ら設定す る必 要があ る。
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(4)年 間指導計画例

① 題 材 に繰 り返 し学習 を配列 した年 間指導計画(第1学 年) ◎共通教材 ○鑑賞教材

《学年目標》

(1)楽 しい音楽活動を通 し

て,音 楽 に対する興 味

や関心を もち,音 楽経

験を生か して生活 を明

るく潤いのある ものに

する態度と習慣 を育 て

る。

(2)リ ズムに重点 を置いた

活動を通 して,基 礎的

な音楽の能力を育て,

音 楽表現の楽 しさに気

付くようにする。

(31音 楽の楽しさを感 じ取っ

て聴 き,様 々な音楽 に

親 しむようにする。

指 導 内 容

と 主

内 な

容 学

習

活

動

指導内容

A表 現 B鑑 賞 A表 現 B表 現

111 (2) 131 (4) 11) 15) 121

音
楽
を

聴
い
て

演
奏
で

き
る
よ

う
に
す
る

にを 楽
す 感 曲

る じの。取 気

つ分

て や'音

工 楽
夫 を
し特
て 徴

表 付
現 け
で て

き い
る る
よ要

う素

よ歌
う い
に方
す や
る楽
o器

の

演奏

の
仕

方を

身
に

付
け
る

音
楽
を
つ
く

ぞ
表
現
で
き
る
よ
う
に
す

0

る音
よ 楽

うを
に聴

す い
るて。そ

の
よ
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ

取

取 表
り現
扱 教
う材oは

次

聾
T
す
も
の

を

取 鑑
り賞
扱 教
う材oは

次
i三

丁
す
も
の

を

題 材 ア イ ア イ ウ ア イ ア イ ア イ ウ 主 な教 材

-

学

期

旧

2

学

期

みんななかよし(6) 0 0 0 0

1

友達 と声 をriわ せ て 歌 う。

身 体 表現 を す る。 リズムの模 倣。

て とてで あいさつ

か もつれ っしゃ

国歌 「君が代」・校歌

リズムで遊ぽう(4) 0 0 0
わ らべ歌 で遊 ぶ 。 リズ ム遊 び,

音 遊 びを 楽 しむ 。

◎ひ らいたひらいた

はすはす はしる

が っ きで ドレ ミフ ァ ソ

(5)
0 0 0

階 名 唱 した り,楽 器(ハ ーモ ニ カ や

鍵盤 ハー モニ カで)演 奏 し た りす る。

リズ ムに の って 歌 った り,

たこたこあがれ

どれみのジェンカ

◎ひのまる

いい音さがして(4) O 0 0 O
楽器でいろいろな音を鳴らす。

いろいろな楽器で模奏する。

○ お もち ゃの シンフォ

ニ ー 。ぶ ん ぶ ん ぶ ん

O 0

・

O
o■

0

.一

0

ていねいな発音で歌う。身体表

現をしながら歌う。

◎ うみ ○ アメ リ

カ ンパ トロー ル

けしきをおもいうかべて

(4)
.一 層一 ■一 ●一 脚一 ・

おんがくにあわせて

(6)
O 0

・ ・

0

「

0 O

一.一,-r一 陰,,●_,

音楽に合わせてリズムうちをす

る。音楽に合わせて身体を動か

す。

■ ・.り

○ に ん ぎ ょ う の こ う

しん 。お もち ゃの チ ャ

チ ャ チ ャ ○ ア メ リ

カ ンパ トロ ー ル

サウンドマツプを

つくろう(3) 0 0
外からきこえる音を絵を表す。

絵に描いた音を表現する。

よびかけ遊びを

しよう(6)
O 0 0 0

交 互 唱 を した り,リ ズムの模倣,

即 興 表 現 した りす る。

こぶ たぬ きっ ね こ

あい あ い

音楽でお話を(5) 0 0 O
様子を思い浮かべて音楽劇をす

る。

も りの く ま さん

あ め ふ り く まの こ

し ゅ っぱ っ

リズ ム に の って(5)

.・,

0 0 0 0 0 c 0

簡 単な リズム伴奏をっくる。拍

子や リズムを感じて聴きなが身

体表現をする。

とんくるりんぱんくる

りん

○おもちゃのへいたい
.・o曜

●

3

i

.■ 噸1

みんなで合わせて(8) 0

・ ■ ・ .

0

.

0

. . ● ,. ・ ■ ■ ■一,-r

互 い の歌 声 や 楽 器 の 音色 を感 じ

と って,歌 った り,合 奏 した り

す る。

こ いぬ の マ ー チ

おお き な く り の 木

の した で

おとのたんけん(5) 0 0 O 0

身体 か らで る音 を さ がす 。 身 体

か らで る音 で リズ ム をっ くる。

歌 に合 わせ て リズ ム を うっ。

おとのマーチ

身体か らでる音

あかるいこえで(7) 0 O

l

0 0 0
歌詞の表す情景を想像して歌う。

友達の声に合わせて歌う。
1

あいあい ・小さな世界

そろそろ春ですよ

☆ 網 かけはA表 現(2),(4)の 内容 を スモー ルステ ップで繰 り返 し学 習する
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② 「育 てたい児童 の姿 を明確 に した年間指導計画」(第3学 年)

《学年目標》

(11進 んで音楽にかかわ

り音楽活動への意欲 ,
を高め,音 楽経験を

生かして生活を明る

指 導 内 容

(1)

(21

へ　
A表 現lB鑑 賞　
〈2)(3)⊥

や
楽
器

の
演
奏

の
仕
方
を
身

に
付

け
る

す

る
。

音
楽
を
特

徴
付

け

て
い
る
要
素
を
感

工

表
現

で
き
る
よ
う

に
す

る
。

聴

い
た
り
楽
譜
を

見
た
り
し

て
演
奏

で

う
に
す

る
。

た

礎

伸

楽

う

い

基

を

の

よ

置

'
力

現

る

を

て

能

表

取

点

し

の

楽

じ

重

通

現

音

感

。
に

を

表

,

。

聴

を

る

。

る

律

動

な

し

さ

す

つ

る

て

旋

漬

的

ば

し

に

音

取

音

す

す・態度・鞠1華 腱 閣

(3)楽 の美 しさを感 じ

取 て き,様 々な,

楽 に親 しむように

音

楽
を

つ
く

っ
て
表
現

で
き

る
よ
う
に
す

る
。

音

符

や

記

号

7ー

ー

音
楽
を
聴

い
て
そ
の

「
る

よ
う

に
す

る
。

〔

よ
さ

や
美
し

さ
を
感

じ
取

主

な

学

習

内

容

と

題 材(60)、 ア

1

歌声広がれ(、)10

イ

リコ ー ダ ー とな か よilOi

しに な ろ う(6)

0

活

動

ア イ ア ,イ ア イ ア イ ウ 一L

主

な

育

て

た

い

児

童

の

姿

学

◎ ○

十十肝
dooO

廿1■ 一雨;一 ・諭 募 一 ・与

響 罫じ歌謝 かしi驚 駿 警籔禦
ハ長調の旋律を視唱する。1

;手遊びをしなが ら歌う。1

期

ヨ

がくふと・んにち・1

(4)
O

司

O

ヨ

拍子を感じて(6)○ ,Oi
l

['

口 ○◎

2

学

期

・十 ・ ・

卜'暗 えらんで
(4)

'一'「 廟'警 一「

O

}
O
i

'　 '十'

i◎

・
=

O

リズムを感 じて

(4)

:
0 0 C

みんなで合わせて

cs>
0 0 ◎i O 0

ようすをおもいうか1

て(8)

一じ.

0 Oi

ユ⊥
ii

1十
colO

⊥L・ ■ 層

1 i i

0

口_

的な奏法を知る。 リコー1探 すと美 しい響きの音で

多謝 を使つ瀧 び/辱 ができることに鮒

みんなで合わせて

(6)
0 0

繧細
・o

i

.i
to

,五 線,加 線につい

て知る。音階を身体表現

をしなが ら歌う。

'
五 線や加線について理解

している。音階を感じ取っ

て表現 している。

i音楽づくりをする・ 牒 藁 碧禦 讐亀

丁誕鷺羅 薩齋灘

0

田 ⊥
00

.ろ。うな掛磁 轟覇 子,躰
演奏する。言葉を使ったi表 現などの活動を通 して

リズ ムを つ く って 表現 すi入 った 音 を 見 っ け て リズ

る。iム づ く りが で き る。

リズ・あ蔽 颪 函 亦 ろいうなリズ。を感じ
身体反応 しながら聴いた 「て身体反応したり,演 奏

り演奏したりする。 したりで きる。

リズム伴奏を工夫 し,ロ 、曲想に合わせてリズム伴

1奏をする・ 隊 裂 合奏するこ

情景を想像して聴いたり,情 景に合 う歌い方ができ

歌 ったりする。場面に合 る。場面に合う音楽をつ

◎

障 楽をつくる・ 監r表 現することカ∫で

ナ 羅 鳳 薦 コ'万 〒7戸 晃 獄 蒸蔑

0

1伴 奏を工夫 したりする・ 聡 ことができる・

ド ー音楽会をし捌 00 000

リズ
ム伴奏を俘って演奏する

ことができる。

友達と声を合わせて歌う。 みんなで声をそろえて歌

互いのふ しを聴き合って.う ことを楽 しんでいる。

歌う。 相手のふ しを聴き合いな

がら歌うことができる。

今まで学習し憂三τを重 琴衰 の学習西 かして.

階 Σ1得 意なものを演 貯 をもって演奏してい
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③ 「身 に付 けた力 を生 かす題材 のあ る年間指導計画」(第5学 年)

のq期学31…

1

9G期学2

身
に

付
け
て
い
る

力
を

生
か

し六年生に音楽を贈ろう∬

ω(

言
葉
を
大
切
に
し
て

曲
想
を

感
じ
取
り
心を合わせて歌う。

◎

◎

○

国
歌
「
君
が

代
」

大

空
が

むかえる朝さようなら

のと事行校
連学関

じ応にい願や態実の童児しか生をユたけ付に身でま今

材題よる馴す掛習網学

身
に

付
け
て
い
る

カ
を

生
か
し六年生に音楽を贈ろうー

の(

選
曲
・

表現

形
態
・

練
習
計
画
を
立
て
、音楽をつくり上げる。六年生に音楽の贈り物をする。

○

○

◎

◎

◎

威
風
堂
々ほたるの

光

日

本

の

ふ

し

の

感

じ

を

味

わ

お

う星It幽1.」ー

の(

日
本
の
ふ
し
の

特徴

を

感
じ

取
る
。おはやしづくりをする。

○

○

@

◎

○

○

祭
り
ば
や
し子もりうた

◎管弦楽の木挽歌

♪

指
の域者
力地導協

曲
の

感
じ
を

生
か

し
て

3ー(

情景

や

気
持
を
想
像
し
て

曲
の

感
じ

を
生かして歌う。

○

@

○
'

○

◎

○

冬
げ
し

き

◎

く

る
み

割

り
人形♪星の世界

ミ
ニ

音楽

会
を
し
よ
う

ω(

旋律

・

音素

材
・

リ

ズ
ム
・

B
・

G
・

M身体表現等を丁夫して音楽会をする。

◎

◎

○

○

児
童
の

興
味
・

関
心
に

も
と
ついて選曲する

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

を

楽

し

も

う

Il

楽
器
を

選
ん
で
、

曲
の

始
め
や

終
わ

り、パートの重ね方などを工夫する。

○

○

○

◎

ピ

ー

ナ

ッ

ツ

・

ベ

ン

ダ

ー

♪

音
を

重
ね
て

の(の(

低
音
の

響
き

を
感
じ
取
り、

和
音
伴
奏
をつくって表現する。

○

○

◎

○

◎

○

パ

ッ

フ
ェ

ル
ベ

ル

の

カ

ノ
ンエンター・ティナー♪それは地球・静かに眠れ

㊦q期学1

声
の

響
き
合
い

を
感
じ
て

3)(

様
々

な

合唱

の

響
き
を
感
じ
て

歌
っ

た

り聴いたりする。

○

○

○

◎

林
の
朝滝廉太
郎
の
歌曲

♪

ふ

し
の

重

な

り

を

感

じ

てー」ーー

の(

自
分
の

選
ん
だ
ふ
し
を

他
の
ふ

し
や

伴

奏と合わせる

○

◎

○

◎

パ

ッ

フ
ェ

ル
ベ

ル

の

カ

ノ
ンピアノ五重奏曲「ます」

♪

拍
子
や
リ
ズ
ム

を

感
じ
て

の(

木
の

音
色
を
味
わ
い
、

拍
子
や
リ
ズ
ム

を感じながら音楽をつくる

◎

○

○

ス

テ
ィ

ー
ブ
・

ラ

イ
ヒ

作

曲木片の音楽♪

み
ん
な
の

歌
声
を
広
げ
よ
う

の(

リ
ズ
ム

や

曲
の

山
を
生
か
し
て

表現

す
る

◎

○

○

@

○

グ
ッ

デ
i
・

グ
ッ
バ

イこいのぼり◎国

歌青空へのぼろう「君が

代
」

題

材

数時

容内習学な主

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ウ

主

な

教

材

考備

ていつに性連関の容内習学

ア

イ

ウ

活

を

の
去
目

占州

的

現

,

ス切

馨

樫

瞳

難

轟
け

,

楽

く

習

き

,

音

す

て

引り音ると響て,にっよわ,明度のしめうわむ関あを態音通高よ味しに高活る和ををうを親楽を生すや動力わさに音欲,にり活能味し楽に意てのなたのを美音的のしも。重い現びのな標造へかるるの置表喜楽々目創動生あて音をなの音様年学m謝㈲

灼

㍍見すをに譜う楽よ疏ソるたきいで聴奏を演楽て音しω

繋

徴

っ

よ特とるをじき楽感で音を現や素表想要て曲るし⑦

方

。士る釧す奏に演うのよ器る楽けや付方にい身歌を⑧

泌で現表てっ

。

く

るつすをに楽う音よω

を

。さるしすて美にいやう聴さよをよう楽のわ音そ味ω

%扱はりて取いをつのにも材す教示現に表次⑤

材教唱歌通共◎

.
%扱はりて取いをつのにも材す教示賞に鑑次ω

材教賞鑑♪

A

表

現

B

鑑

賞

A

表

現

B

鑑

賞
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5実 践授業

(1>第3学 年

関連項目

表 現

(2)

題 材 名

よ うす を思 い うかべて

～歌 でっ たえよ う

私 たちのふ じ山～

(5時 間扱 い)

題 材 の 目 標

(1)歌 詞 とふ しの表すようすを感 じ

て自分なりの歌い方をする。

② より様子が聞 き手 に伝わるよう

工夫 して表現する楽 しさを味わ う。

主 な 工 夫 の 要 素

声 の強 さ,ふ しのまとま り

使用教材

「ふ じ山」

〈参考曲〉

「校歌」

「夕日が背

中を押 して

くる」

教 材 選 択 の 観 点

・のびのび とした レガ ー トな感 じの旋律

にのせて,美 しく堂 々 とそ びえ るふ じ山

の様子が今 も昔 も変 わ らぬ価値 と して歌

われて いる。 スケール の大 きさ を感 じさ

せ,児 童の心 を動かす もの。

・国語科で学 習 した詩 の内容 及 び児 童 の

生活 の中か ら親近感 のあ るもの。

平二3口 価 規 準

ア,(関 心 ・意欲 ・態度)歌 詞の表 す よ うす を,自 分の も

の と して とらえている。

イ,(感 受や表現 の工夫)自 分 が と らえ た よ うす を歌の ふ

しにのせて表現 している。

ウ,(表 現の技能)発 音や呼吸に気 を付 けて歌 っている。

エ,(鑑 賞の能力)友 達の歌 い方 の工 夫 を聴 き取 るこ とが

で きる。

学 習 内 容 予想される児童の学び(評 価) 教師の支援 ・工夫

1.歌 詞 の内容 を理解 す る。

階名唱 をす る。

生活 の中か ら富士山

をみっけ る。

「ふ じ山」 って どんな歌?(1)

「どんなけ しきかな～。 のぼ ってみ たいな。」

「い ろ い ろな富 士 山 の 姿 が あ るん だ な あ 」

ア,ウ

2.旋 律線 の動 きに気付 く。

旋律線 をなぞ る。

フ レー ズ ・拍 を感 じ

て身体反応 をす る。

こん なふ うに歌 いたいな(2)

「ここが気 にいった。絵 を書 こう」

「よ うすを歌で伝 え るに は,

いいんだ ろ う。」

3.自 分 の歌 い方 を

工夫 してつ くる。
これで どうかな?(1)

ど うした ら

ア,イ

工

「友達 に聞 いて もらお う。」

「う～ん,い い気 分」

「全体的 には,こ れでいいかな。」

"交 流 してい る中国 の友 だ ちに

伝 え よ う"な ど相 談 して(1)

工

4.工 夫 した歌 い方を演

奏 し,誰 か に伝 える。

「どうぞお聞 きください。私 たちの 「ふ じ山』」です。

イ,エ

資料 コー ナ ー

学習カード

ヒ ン トカ ー ド

体 験 コ ー ナ ー

1機材の利川
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<本 時 の学習>3/5時 間 目

ね らい ・歌詞 か らよ うすを思 い浮かべ,自 分 な りの歌 い方 を工夫す る。

・季節 の歌 を歌 う。

・歌詞 に富士 山 が読 まれて いて
,曲 の山が最 後 にあ

る 「校歌」 の3番 を歌 う。

・学習課題 をっか み,今 日の活動内容を確かめる。

しA.芭 気1…と・りの フ レー ズ をみ っ け る

気 に入 ったふ しを 口ず さみ な が ら,そ の場 面 の

絵 を か く。

〔B.歌 い方の至芙 碁誹岩『 ぎ天了緬「"一"一'、

・そ れ ぞ れの イ メー ジを と らえや す い体 験 コー ナー

(雲,雷,高 い場 所,多 様 な伴 奏)を 回 りな が ら

声 の 強 さに よ る歌 い 方 を す る。

・意 見 交 換 を しな が ら工 夫 を す る。

・学 習 カ ー ドで 自分 の学 び方 をふ り返 る
。

◇ 今 まで思 い浮 か べ た様

子 を思 い出す よ うにす る。

◇AとBの 活 動 を 前 半 と

後 半 に分 け 交 互 に で き る

よ う にす る。

◇ 工 夫 は1つ だ け で も よ

い よ うに伝 え る。

○ ア,イ

◇ 必 要 な と き ヒ ン トカ ー

ドや ラ ジカ セ を使 う。

ヒ ン トカ ー ド

今 ま で の学 習 で 児 童 の

発 学 か ら工 夫 の ヒ ン ト

に な る もの を カ ー ドに

書 い て お く

○ エ

ふ じ 山
、 レ レ ソ ソ71ミ レ

ヲ年 氏名

ノ ノ ト57⑲ ソ ヲ ソ7ノ ミ レ

あ も 一 の
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(2>第4学 年

関連項目 題 材 危__L 使 用 教 材 1教材選択の観点

表現(4目 鑑 黎 癖
コゆ サ.サ.ンスー

ア(8時 間扱い) 鵬 謹 肉祭けン綱i灘 結び付い

題,灘 騨 ∵ 蕪'　 綱 瞬 き遡 し
材 脇 物の鳴き声や動作岡 イ
か らイ メー シを広 げふ1のiの1
しっ くりをす る。llウ

目 ○ もとにな るふ しの反!規i

標1;1藩翻 工

_L_____

い ろ い

(感受や表現の工夫)動 物 の動 作 や鳴 き声 を 想 像 し強 弱 や 速

度 を 工 夫 してふ しを っ く って い る。

(表現の技能)も と に な る ふ しを 反 復 した り,新 しい ふ し

を 付 け加 え た り して,ふ しを つ くって い る。

(鑑賞の能力)「 動 物 の謝 肉 祭 」や友 だ ち の演 奏 を 聴 き,工

夫 の よ さを聴 き と り,自 分 の 表 現 に生 か して い る。

・ リ ズ ム

lF講
劇'旋 律

素
・音 の高低

学

習

① 「動物の謝肉祭」をCDで 聴 き,動 物の イメー ジを と らえ,主 な楽

器 や音楽 を特 徴付けている要素 を聴 きとる。

②動物 の様子や鳴 き声 を表 した歌 を歌 い,イ メー ジを感 じ取 る。

次

圃 ③ふしづくりをする動物を齢 鳴き声や動きから音型をつくる・
容1④ 音型 を もとにふ しをっ くる。!

⑤一人ずっ発表 し,互 いに聴 き合 う。

寺日

1!1

ね ら父=[09 児童の活動 ◎教師の働きかけ 手 順

2

3

　

1教師のつ く。た 「アリ」101つ のふ し}、ついて速度.謙 かえた表現i熱1

動物の大 きさや動 き引 ○ 「動物の謝肉祭控 聴き渤 物を想像する・

鳴 き声 と音 の高低 ・強1◎ 動物 と音楽的要素 とを結 びっけ ることに気 付

1弱 ・音 色 を結 び っ け る1く よ うにす る。

のふ しを模倣す る。 を模倣 する。

214馳 の鳴き声や動 きの ○動物の動きや鳴き声を音型で表す。

3

ζ
)

農
U

7

8

「カ ッ コ ウ」 の 続 き の10レ シ,レ シに続 くふ しを ソラ シ ドレの音 を使 っ

ふ しをっ くる。 て つ くる。

ふ しを っ くる。

想像する

↓

憾 じ取る

i

l◎ 音符で書 き表 せない児童 には階名書 きで よい
」

こと を知 らせ る。

10も とのふ しを くり返 した り新 しいふ しを付 けl

l加 え胤 てふしをつ くる・1

…

19蟹 よ諭 碁綴議 豪鰯 る.i

強弱や速度 を工 夫 してiO友 達 と聴 き合い意見交換をす る。

表現す る。

発 表 し合 う。

友達 のよ さに気付 く。

つ く る

聴 き合 う

1↓

ρ 友翻 さや工夫しているところを感じ取る「 深 あ
る
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<本 時の学習>7/8時 間 目

ね らい ・動物 の鳴 き声や動 きを想像 しなが ら,つ くったふ しを強弱 や速度 を工夫 して演 奏

す る。

・友達 の表現 のよさや工夫 してい ることを感 じ取 り,自 分 の表現 に生 かす。

学 習 活 動 予想される児童のつぶやき ◎教師の働きかけ ◇評価 つ くる手 順

・動 物 の歌 を歌 う。 「今 日 は 『こ ぎつ ね』 を歌 い た いな。

◇動物の様子 や鳴 き声 を想像 しなが ら歌 ってい る。 1
・っ く ったふ しの 表 現 「小鳥がか ごか ら出て外 に飛 び出 して,う れ しそ うに 試 す

の仕方 を工夫す る。 空を飛 んでい る様子 を表 したいな。」

強弱や速度 「雨が降 って きて,急 いで巣 に もどるア リの様 子 を表

したい」

◎ イメー ジ通 りに表現で きない児童 のっまず きを見

抜 き,解 決 をめざ して共 に考 える。

◇ 自分 のふ しを工夫 して表現 しよ うとしている。

・友 達 と聴 き合 っ て , 「強 そ うに歩 い て い る ゴ リラだ か ら音 を も っ と大 き く 聴 き合 う

表現 の手直 しをす る。 して一 つ一 つ音 を切 って み た ら」 深 め る

◇友達 のア ドバイスを もとによ りよい表現 を しよ う

と して い る。

・発 表 した り聴 い た り 「木 琴 の音 を小 さ く した の で,リ ス が走 って い る よ う 聴 き合 う

す る。 に き こえ ま した。」

◎ 聴 い て も らい た い人 は,発 表 す るよ うに促 す 。

◇友達 の表現 のよさや工夫を感 じ取 っている。
1

ふ し を っ く ろ う!

ぼ くた ち は 小 の サ ンサ ー ン ス

4年1組 名前

ゆゆゆをえらびましxう

(ゴ リラ

還ん彪現白は?

)

らよも 都 如 、・い 糎)

蝋 魏 ん嫌 袖 ふU、去したいですカ、?くわしく盤 ましxう.

例,=あまくておいしそうなおかし聖見・っけたありがよう二んでおかしに向かつて走っ

ていく様子

bよ そうk歩 て厳 手)

nの ほユでえんそうしますかコ

(キーボ」F`)

②動物のaき 声や幽伸をもとに音聖を考えましょう.

型

ウツ'・ ウ ソホ ・ウ ウホ'・

③音型ができたらz小 節のもとになるふしをっくりましょう.

鵜 休みや(d随 暗 ぷ娘 っても・… でtx
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(3)第5学 年

関連項目

表 現(4)

イ

題材名

トガ トンを使 って

音 楽 をっ くろ う

(6時 間扱 い)

題材の目標

・竹 の素材 の もっ素朴 な音 を味

わいなが ら,ト ガ トンを使 っ

て 自分 の リズムをっ くる。

・音の重 な りを考えなが ら構 成

し,音 楽 づ くりをす る。

・お互 いの音を聴 き合い なが ら

っ くった作品 を演 奏す る。

使用教材

・フ ィ リピ ンの カ

リ ンガ族 に よ る ト

ガ トンの演 奏

・「木 片 の音 楽」

・「竹 た てか け た」

教材選択の観点

・作 品 づ く りの過 程 にお いて ヒ ン トに

な る もの
・作 品 づ くりの過 程 に お いて ア イ デ ィ

アを 引 き出 す た め の教 材

・新 たな 体験 に気 付 く もの

評価規準

ア(関 心 ・意欲 ・態度)ト ガ トンを使 った音 楽 に興味 を もち,

意 欲 的 に音 楽 づ くりを す る。

イ(感 受や表現の工夫)拍 の流 れ にの って 自分 の リズ ム を っ

く って い る。

ウ(表 現の技能)一 人 一 人 の リズ ムが 生 き る よ う に,組 み 合

わ せ て演 奏 す る ことが で き る。

エ(鑑 賞の能力)音 を よ く聴 いて,お 互 い の音 楽 を認 あ 合 う

こ とが で き る。

工夫の要素

・ リズム

・音 の重 な り

・構 成

学習内容

(1)竹 の音 を よ く味 わ い好 きな音 を見 っ け,自 分 の リズ ムを っ くる。

(2)グ ル ー プ ごと にひ と りひ と りの リズ ムを 組 み 合 わ せ て音 楽 を構 成 す る。

(3>っ くった音 楽 を拍 の流 れ にの って協 力 して 演 奏 した り,他 の グ ル ー プ

の演 奏 を聴 き合 った りす る。

次

i

2

3

時間

1

2

3

4

5

6

ね らい

トガ トンの 音

を 味 わ う。

一 人 一 人 が リ

ズ ムをっ くる。

グル ー プ ご と

に 自分 た ち の

音 楽 をっ くる。

発表 して聴 き

合 う

○児童の活動 ◎教師の働きかけ

○ 自分 の音 を探す。

0音 楽 ゲームをす る。

◎音楽 ゲームの中 に リズムや音 の出

し方を工夫す る過程を入れてお く。

0フ ィリピンの 「トガ トン」を聴 く。

○ 「木片の音楽」 を聴 く。

◎参 考 とな る リズムパ ター ンを示す。

○ 自分の リズムパ ター ンをつ くる。

○ 「竹 たてか けた」 を聴 く。

○ 「みんなの作 品」 を演奏す る。

◎参考 となる図を示 す。

○始 め方や重 ね方 を考 え る。

◎始 め方 の例 と して入 れ子式 や リズ

ムパ ター ンを提示 し選択 させ る。

○構成 を考え る。

◎ アイディアの出ないグループに入 っ

て一緒 にっ くりなが らヒン トを与

え る。

○約束 ごとを確認 しなが ら練習する。

◎作 品の仕上 が らないグループの原

因をっかみ,適 切 な支援を行 う。

学習活動(っ くる手順)

さがす

自分の気に入 った音を,

耳をすましてさがす

聴 いて

感 じ取 る

気付 く1

つ くる

気付 く2

気付 く3

深 め る

1人1人 がっ くっ

た リズムパ ター ン

を生か して,教 師

が構成 した作品 を

児童が演奏 する こ

とによ って,ど ん

な活動 を してい く

・に気付 く

この時間までに経験

したことを生か して

児童は自分たちの作

品をっ くっていく

○ 練 習 後,グ ル ー プ ご とに発 表 して*入 れ子 式

聴 き合 う。 リズ ム打 ちを しな い拍 に

◎ お互 い の よ さ に気付 くよ うにす る。1音 を 入 れ て い く方 法
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<本 時 の指導>3/6時 問 目 ～

(1)目 標

お互 いの竹 の音 や リズムを聴 き合 いなが ら組 み合 わせ を考 え演奏す る。

(2>展 開

過程

興

味

を

も

つ

あ

て

を

も

っ

て

表

現

す

る

発

表

す

る

◇学習内容 ・学習活動

◇ 常 時活 動 を す る。

・今 月 の歌 「明 日が聴 こえ る」 を

歌 う。

・全 体 で トガ トンを演 奏 す る。

◇演奏 の しかたを考 え る。

・図を見 て実 際に演奏す る。

・一人一人 の リズムを確認す る。

・グルー プごとに試 しなが ら始 め

方 を考 え る。

・音高を考 えなが ら組み合わせる。

◇ で き た と こ ろ まで を,発 表 す る。

◎教師のかかわ り ☆評価

◎発音,高 い音 に気をっけ る

よ うに助 言す る。

◎黒板 に演 奏の手順 を示 した

図 を貼 り,演 奏方法 を確 認

す る。

☆拍 にの って 自分の リズム を

演奏で きた。

◎構成 のパ ター ン例 を示 す。

◎一人一人の考えが グルー プ

の中で生か され るよ う出て

きたアイデ ィアは全部試 す

よ う助言す る。

◎ グループの様子を観察 し,

っまず きの あるところに,

音 の重ね方や組み合わせ方

の例示 をす る。

◎ トガ トンの形式 にす るか リ

ズムパ ター ンにす るか決 め

るよ うにす る。

◎ グループの実態 に応 じて構

成 す るよ う助言す る。

☆互 いのアイデ ィアを聴 き合

いなが ら,組 み立てている。

◎ 一 人 一 人 の リズ ムや,そ の

組 み合 わ せ 方 を聴 くよ う に

促 す。

☆ グル ー プ ごと の工 夫 を 聴 き

取 ろ う と して い る。

学習活動

つくる手順

演奏する

気付 く

っ くる

考え る

発表する
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IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究 の成果

児童一人一人が楽 しく,主 体的 ・創造的 に音楽活動 に取 り組 み,自 分 の音楽をっ くり出 す

ことの喜 びを味 わ うことを願 い,4つ の視点 を もとに研究 を進 めて きた。

1年 間実践 を通 して,た くさんの願 いや迷 いを もちなが らで きるところか ら確 か めて い っ

た。具体的 な成果 は,さ らにい くっ もの授業 を重ね検証 す る事 によ って明 らか になると ころ

で あるが,実 践 の中か ら次の2点 を確認す ることがで きた。

(1)計 画 を立て ることは,児 童を見つめること

新 しい学習指導要領 に対応で きる年間指導計画を作成 した。 そ こで は児童や学 校 の実態 を

踏 まえ なが ら学習内容 をバ ランスよ く配置す る ことに心掛 けた。

年間指導計画 に従 って題材の学 習指導案 を作成 した。考 えた指導計画作成の手順 に沿 って,

子 ど もの実態 を何度 も見っめ直 し,題 材 のね らいを絞 り設定 する。 それ を児童一 人一人が確

実 に身 に付 けるために,ど んな教 材を使用す る ことが適切 かを吟味 して決定す る。 またその

学習 に必要 な事柄を教師が教え る時間 と,そ れを生 か して児童が主体的,創 造的 に活動す る

時間 を効果的 に配置す る。

さ らに,1時 間の指導計画を立 て,そ の時間 に児童 が身 に付 ける内容を明確 に絞 る。 そ し

て指導 や支援 の工夫 を行 う。

この作業 を何度 も繰 り返す中か ら,計 画を立て ることは,児 童 を見っ めることで あるこ と

と確信 して きた。

② 授業 をす ることは,児 童を生 かす こと

児童 が主体的,創 造的 に活動 す る指導計画 も,そ の効果 的な実践が行われて児童 の もの と

なる。児童 の学習の状況を具体 的に観察 しなが ら,教 師 が教 える時間,児 童が主 体的 に活 動

す る時 間を適切 に設定す る,児 童 がっ くって表現す るために示 した手順を児童 と一緒 に確認

す る,ど ん な気持 ちで どんな動 きを して いるかを見極め個 に応 じた言葉かけをす るなどによっ

て学習 を進 めて い く。

計画 したこと,理 論 で理解 した ことが実際に児童 の ものとなるように実践 を行 う中か ら,

授業 をす る ことは,児 童を生 かす ことの意味を実感で きるよ うにな った。

2今 後の課題

児 童が主体的 に活動 し,創 造性 を発揮 し音楽を楽 しむよ うにす るという願 いを実現す るた

め に,1年 間研究を進 めて きた。児童 の学 びを確実 にす るためには,音 楽 の構成要 素を核 と

して,興 味 ・関心,音 楽 的な感受,表 現の工 夫な どか ら児童 の学習状況をていねい に見 とる

ことが大切で ある。 この児童 を見 とる力を教 師 として身 に付 けることが今後 の課題 であ る。

さ らに,児 童が表現 を工夫 した り,っ くって表現 した りす る中でよ り豊 かな表現 がで きる

よ うにす るために,研 究 の内容 の実践 を重ね検証 して い くこと も課 題であ る。

今後,児 童を育て る教 師 と して,地 域 の教育素材 を活用す る能力や人 の気持 ちを敏感 に感

じ取 るみずみず しい感性 を もち続 け られ るよう努力 を重ね たい。
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